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==================《巻頭のこの１枚》上昇気流をつかめ ======================

● 信州大学物理同窓会会報 0085 号（2024 年春号） SUPAA BULLETIN No.85 ●

● 2024 年 4月 22 日発行 ●

■━━■ 発行所・信州大学物理同窓会事務局 (https://www.supaa.com/)

■━━■ 〒390-8621 松本市旭 3-1-1 信州大学理学部物理教室内

■「旧文理学部物理学専攻」＋「理学部物理学科」「理学部物理科学科」

「理学部理学科物理学コース」のＯＢ・ＯＧ＆学生と教職員の会 ■

一連の政府の大学政策は強引との見方も。

一方、先ごろ発行の理学部同窓会報によ

れば、中村宗一郎学長は信大が６つの「競

争的公的事業」に採択されたと胸を張る。

中でも光触媒による水素発生研究(繊維学
部)には 55億円の予算が付いた。研究者間
の格差はますます拡大するのだろうか。

当会の第 27 回物理会総会が１か月後、

5月 25 日に迫る。ご参集ください！(髙)

ことし１月に実施した Zoomによるコー
ス長との懇談会でのこと、コース長から「物

理学コースが何年も先までこのままあると

は思えない…」との衝撃発言に驚く。上野

信雄さんが講演でインサイダーの立場から

大学の危機を訴えておられたが、本当に危

ないのかと青くなった。日本学術会議会員

の不任用問題、大学の管理に外部有識者を

登用する動き、教授会の有名無実化(?)など
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□ 乱舞と言っても良いだろうか。これほど多くのパラグライダーが、過密と思われる状態で飛行する

様を今まで見たことがない。下のゲレンデから飛び立ち、うまく上昇気流をつかんで、鳥のような自由

を得たのである。操縦者の嬉々とした顔が見えるようだ。写真の平面では過密と見えても、３次元的に

は十分安全な距離を保っているのだろう。

■ 撮影：倉田富二（理学３S） ■ 撮影日：2023.10.22 ■ 撮影地：長野県/白馬村

 第 27 回 信 州 大 学 物 理 会 総 会 (2024年 5月 25日開催)のご案内
                        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・(2)
■ 記念講演講師：宗像 一起 先生 → 演題：理学部における宇宙線研究の現状・・・・・・・(4)

  さ よ な ら 宮 地 良 彦 先 生 や す ら か に 第 2回
                              

■宮地先生に感謝を込めて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 武田 三男 (5)
■宮地先生を悼む ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小林 正博 (7)

 “私の半生”から宮地良彦先生の歩んだ足跡をたどる（その 2） ・・・・・・・・・・・・・・・(8)
 ｜八高の寮生活｜先輩の薫陶 生き方を考える  ｜京大入学｜戦況悪化 八高繰上げ卒業

 ｜量子力学｜早口で淡々と 湯川先生の講義

 【 第 26回信州大学物理会総会 上野信雄 氏・記念講演 講演録抜粋】《後編》

 大 学 と は ？ 時代の変化と高等教育を誤解／曲解した国立大学 ・・・・上野信雄 (11)
 《 リレーコラム・スペシャル企画 》

宇宙線物理研究５０年（私のライフワーク）＝ 第四回 ＝ ・・・・・・・・・・・小島 浩司 (21)
 【 ＯＢ・ＯＧの現場から 】

[ 半導体製造装置開発最前線 ] 定年後も AIを使ったソフトの開発グループで
主にソフトの評価作業に従事しています /・・・・・・・・・・・・・・・・・・・勝野 健 (26)

 最近読んだ本／書評  『磁力と重力の発見』を読んで。／・・・・・・・・・・來田 歩 (29)
 │Ｔ│Ｏ│Ｐ│Ｉ│Ｃ│Ｓ│
■信州大学の水素研究に 55億円、機構長に手嶋勝弥教授(繊維学部) ・・・・・・・・・・・・(33)
■信遠藤守特別栄誉教授(工学部)、『第 24回応用物理学会業賞』を受賞・・・・・・・・・・・(34)

 3月 21日卒業式が挙行されました＜成績優秀者の表彰＞＜卒業写真＞ ・・・・・・・・・・(34)
 4月 4日入学式が挙行されました＜入学写真＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(35)
 <訃報速報> 森覚先生 ご逝去 ■ 森覚先生の訃報に接し・・・・・・・・・・小島 浩司 (35)

■ 森覚先生（物理学科 元教授）を偲んで ・・・松井 豊 (36)
 《WEB登録促進》・(37)  《『同窓会費会計細則』決まる！》・ (37)  編集後記・(38)

┏━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┳━┓

┃第┃27┃回┃信┃大┃物┃理┃会┃総┃会┃の┃ご┃案┃内┃

┗━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┻━┛
拝 啓

春もたけなわとなりました。皆様におかれましては益々ご清祥のこととお察し申し上

げます。さて、「第 27 回信州大学物理会総会」は今年 5月 25 日(土)、会場を松本の信大

旭町キャンパスにおいて開催致します。つきましては、ご案内させて頂きます。

今総会では、記念講演会と年次総会、昨年 10 月にご逝去された宮地良彦先生追悼会を

行います。記念講演会の講師は、宗像一起先生。信州大学理学部物理科学科、物理学コ

ースの宇宙線研究室の教授として、長年にわたり自らの研究と学生指導に当たられまし

た。現在も特任教授として研究を続けられています。また、名誉教授でもあります。演

題「理学部における宇宙線研究の現状」としてお話しいただきます。
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何かとご多忙な折柄ですが、多数の同窓会員の皆様にぜひご参集いただきまして、旧

交を温め、またさまざまな情報の交換など、歓談いただきたくご案内申し上げます。 や

むなく欠席される同窓会員の皆様には、Ｚｏｏｍによる視聴も用意いたしました。また、

総会開催費ほか当会活動資金として一口千円のご支援金（カンパ）につきまして、何卒

ご協力をお願い申し上げます。

敬 具 2024 年 4 月吉日

記

■ 開催日：２０２４年５月２５日（土）午後 2：00 ～5：50

○受付＝午後 1：30～

○開会の辞＝午後 2：00～

○記念講演会＝2：05～3：00（Zoomで配信）

○故 宮路良彦先生追悼会＝3：00～3：40（Zoomで配信）

○記念撮影＝3：45～3：55

○年次総会＝4：00～4：45

○懇親会＝5：00～5：50（旭会館ライジングSUN/講師も参加）

■ 会場：信州大学理学部講義棟 第 1講義室

■ 会費：３,０００円 （当日、会場受付でお支払いください。）

★ 懇親会参加費：６,０００円 （参加は任意。当日、会場受付でお支払い。）

※ 教職員・学生・院生は無料

■ お申込み方法：次のいずれかの方法で。締め切りは 5月 20 日

① ホームページ（http://www.supaa.com/meet27.html）のオーダーフォ

ームから。

② 理学部同窓会報に同封のチラシ裏面「第 27回 信州大学物理会総会

出欠連絡」に記入してファックスしていただく。

③記念講演会・宮地先生追悼会をZoomで視聴される方は、上記オーダー

フォームから申込みのあと、お知らせするZoomのアドレスからＷＥ

Ｂを立ち上げて、入室ください。

------------------ご支援金（カンパ）のお振り込み先----------------------

◆郵便局の場合／通常郵便貯金 記号：11150 番号：20343411 口座名義：信

大物理同窓会 代表者 武田三男（たけだみつお）

◆銀行の場合／八十二銀行 信州大学前支店 店番号：421 普通預金 口座番

号：650215 口座名義：信大物理同窓会 代表者 武田三男（たけだみつお）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 第 27 回信州大学物理会総会 幹事 ＝＝＝＝＝＝＝＝

●幹事長・百瀬佳典(理17S) ●副幹事長・武原一記(理22Ｓ) ■三澤進(文理16)
■高藤 惇 (2S) ■白川栄治（理23S）■志水久(91SA) ■三浦 貴司(03S) ■立花

健（016S） ■協力：信州大学理学部物理学コース 信大物理同窓会学生世話人会

■主催：信州大学物理同窓会 ■共催：信州大学理学部

年次総会後の懇親会を急遽開催
●既に総会参加申込者には別途

「懇親会」案内メールを配信しま

す。出欠のお返事を返信ください。

●新規総会の参加申込者は、ＷＥ

Ｂフォームのいちばん下「近況、

ご意見など」の欄に「懇親会」へ

の出欠の有無をご記入ください。
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

■ 記念講演会演題：理学部における宇宙線研究の現状

【 講演趣旨 】

概要： 銀河から地球に飛来する宇宙線の強度は、様々な時間スケールでダイナミ

ックに変動しています。特に数時間から数か月以内の変動は、太陽面爆発等が太

陽―地球間空間に擾乱を引き起こすためと考えられており、宇宙線観測から太陽

―地球間の擾乱の様子を探ることが出来ます。電荷を持つ宇宙線の強度は磁場の

変化に敏感なので、特に擾乱中の磁場構造を宇宙線観測から類推することが可能

です。現在では多数の人工衛星が太陽や宇宙空間を直接観測していますが、太陽

―地球間の広大な領域に拡がる大規模磁場構造を観測することは出来ていません。

これに対して、地上で観測される高エネルギー宇宙線は、宇宙空間磁場中での旋

回半径が太陽地球間距離の 1/10に達するため、（細かな構造は判りませんが）
大規模な磁場構造の研究に適しています。

信州大学理学部は長年にわたり宇宙線強度の連続観測を継続してきました。こ

の講演では、これまでの研究と研究の現状を紹介しつつ、できれば今後の研究を
ふかん

俯瞰してみたいと思います。

《 1961 年信大文理学部物理専攻の教壇に立たれてから 62 年間、すっかり慣れ親しんだ

信州松本生活に、昨年 10 月 17 日に永遠の別れを告げられました 》

さよなら 宮地良彦先生生
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やすらかに おねむりください 第②回

宮地良彦先生がお亡くなりになって６か月が経ちました。当同窓会の創設時

（2002 年）から名誉顧問としてご指導・ご鞭撻いただき、感謝にたえません。

気さくなお人柄で、当同窓会報にも数多くの原稿執筆をいただきました。前回

につづき、先生を偲ぶ追悼文が寄せられましたので、紹介させていただきます。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

■ 宮地先生に感謝を込めて ■

武田三男（理学 4S/ 素粒子論研究室 長野県南信工科短期大学校校長

信州大学理学部特任教授)

-------------------------------------------------------------------------------------------

宮地先生がご逝去されてから、もう半年を過ぎました。先生には学生時代から今

日に至るまで公私ともに大変お世話になりました。この紙面をお借りして先生との

関りを時間を追って紹介しつつ、先生を偲びたいと思います。

私は、卒業研究で宮地先生の素粒子研に在籍していました。その後、大学院に進

んでから研究分野を物性物理学に宗旨替えしました。研究分野が異なってしまった

ため、物理学の研究そのものについてのアドバイスをいただく機会はあまりありま

せんでしたが、その後、信州大学に教員として赴任してからは公私ともに大変お世

話になりました。私は、1969（昭和 44）年４月に理学部物理学科に入学しました。

この年は学生運動が最も盛んな時期で東大の入試が中止になり、一地方国立大学の

信州大学でも教養部の建物は全共闘に封鎖されるなど学生運動の波に飲み込まれま

した。大学の授業が正常に戻ったのはその年の夏休み明けの９月ごろからだったと

記憶しています。前期はほとんど授業が開講されませんでしたので、実質後期だけ

の半年間の教養課程を修了し翌年度に専門課程に進んだことになります（コマクサ

寮で物理学の「自主ゼミ」を寮生とやっていたのを覚えています）。
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宮地先生は1970年 9月～1971年５月までコペンハーゲンの理論物理学研究所（ニ

ールス・ボアー研究所）に留学されていました。このため、量子力学は高尾保太郎

先生に教えてもらいました。私は、その後も（まじめに）授業に出て、1972 年の春

に素粒子研究室に配属となりました。卒業研究は『群論と量子力学』（写真①）

の輪読でした。素粒子物理学を学ぼう

と意気込んでいたものの、この卒研ゼ

ミでは対称性・既約表現・ユニタリ変

換とかが出てきてほとんど理解でませ

んでした。一緒のこのゼミに参加して

いた同級生の中にはしっかりした理解

をしている同輩がいました。この時、

初めて素粒子理論ではとても研究職に

はつけないと確信しました。研究職に

就くのが将来の夢だったので、このゼ

ミが実験屋への宗旨替えのきっかけとなったように思います。

しかし、縁は異なもので大学院に進学してから気体分子の固有振動や結晶の格子

振動の分類、専門となった構造相転移におけるソフトモードの決定には群論の対称

性による解析が非常に有効なことが分かりました。ラマン散乱や赤外分光により相

転移に関与するモードの解析、またその後の研究対象となったフォトニック結晶の

バンド分枝の分類やバンドギャップ領域に出現する局在モードの分類にも群論の知

識が不可欠です。卒研の当時はほとんど理解できなかった群論でしたが、その存在

を知っていたことが、今から思うと物性の研究に大変役に立ちました。

1978 年に名古屋大学大学院の工学研究科で学位をいただき、そのまま工学部附属

の人工結晶研究施設で助手として勤務していました。1985 年に幸運にも母校信州大

学の教養部に職を得ました。そして、赴任した翌年に結婚しましたが、このとき宮

地先生ご夫妻にはお仲人をお引き受けいただきました。その後も私的にも大変お世

話になりました。

次に、仕事（大学での教育業務）の面ですが、赴任当時は教養部所属の教員は学

部の指導教員や大学院の担当教員（授業や指導教官として教育すること）にはなれ

ませんでした。しかし、宮地先生が理学部長に就任し大学院改組の担当となられて、

卒業研究や修士論文の指導を担当させてもらえることになりました。10年後に私も

理学部に配置替えとなるのですが、この時の経験が私自身が理学部長となって学部

改組に関わったときや、理事・副学長として大学院改組を担当する立場となり、他

学部や全学教育機構（教養部が再構築された組織）の先生方に授業の担当をお願い

するときに役立ちました。

また、宮地先生は 1990 年に理学部を定年退官された後、すぐに上諏訪にある放送

▲（写真①）卒研ゼミの輪講で使用した『群論と量子力学』（ウ

イグナー著）
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大学の長野学習センター長に赴任されました。しかし、１年後に信州大学の学長に

就任されたため、当時、先生が放送大学で担当されていた「時間と空間の物理学」

のピンチヒッターとして非常勤講師を頼まれました。授業の内容は、アインシュタ

インの相対性理論のやさしい紹介でした。素粒子研究室に所属していたことを覚え

ていただいていたものと思われます。その後も「物理学実験」も担当させていただ

き、自分より倍も年上の学生に教えるという貴重な機会をいただきました。これを

きっかけに文科省の審議官から「物理の学習指導要領の策定」のメンバーを依頼さ

れ、霞が関の文科省に初めて行くなど良い経験をさせていただきました。

先生が理学部をご退官になられるときに、

先生の研究室に置かれていた観葉植物（サ

ンスベリア）の鉢植え（写真②）をいただ

きました。ときどき、水をあげるくらいで

したが今でも研究室に元気に育っています。

何年か前から花も咲くようになりました。

先生からは、この鉢植えの他に私が理学部

長に就任した時に、「教職員からの情報や

意見、アドバイス等をいただくことが多く

なる。忘れないように、このバックにメモ

帳と筆記用具を入れておいて、その場でメ

モしてバックにしまっておくように。」と写真の肩掛けバックを頂きました（写真③）。

仕事関係のメモを入れておくことはほとんどなかったのですが、今も大切に使って

います。

また、その後、私が理事・副学長

を務めている間も、おりにつけアド

バイスや励ましのお言葉をかけてい

ただきました。大学の役職を何とか

勤め上げられたのも先生のお陰と感

謝しております。

物理会のメンバーでの忘年会や米

寿のお祝いの会でのお元気なお姿が

目に浮かびます。心よりご冥福をお

祈りしています。ありがとうござい

ました。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

■ 宮地先生を悼む ■

-------------------------------------------------------------------------------------------

小林 正博 (６Ｓ/素粒子研 (株)オージス総研(退職時) 所沢市在住）

-------------------------------------------------------------------------------------------

▲（写真②左）先生に頂いた鉢植えのサンスベリア（写真③右）

先生に頂いた肩掛けバック

▲穂高神社のお船祭でお船を鑑賞されてい

る先生ご夫妻
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もう半世紀以上経っているんですね。私が信大に入学したころは、ちょうど大学

紛争が終わる頃で、教養部の講義室に椅子が積まれブロックされたことがあったよ

うに憶えているのですが。教養部の講義でよく憶えているのが、数学のε δ方式とい
う超難解な定義で、理解していたのは、後で物理学科に移ってきた建沼君（故人）

だけではなかったかなという気がしています。

2年目から学部に移り、いよいよ物理の勉強を始めるのですが、まずビックリし
たのが相対性理論の講義で、その内容よりも黒板に日本語を全部カタカナで書かれ

ていることでしたね。私にとって一番分かりやすかったのは、3年になってからの
宮地先生の量子力学の講義で、シュレーディンガー方程式で水素原子の問題を解き

ながら丁寧に説明してくださったことです。残念ながら、それ以外の内容は思い出

せないのですが、試験の１次元の問題に面食らったことを思い出します。いまだに

正解したかどうか定かでないのですが。

私は、元々素粒子がやりたくて物理学科に入ったので、4年のときは、宮地先生
の指導される素粒子のゼミに入りました。そこでは、卒論代わりに、ディラックの

Quantum Mechanicsという英語の名著を輪読することでした。私たちの説明を聞
かれて、間違っていることを指摘され、丁寧に説明していただきました。

私自身は、先生のご指導もあって、阪大の大学院に進むことができました。その

ころ発見された Quarkがその後の私の研究のトラウマになったように、いまだに思
っています。

先生は、学術だけの人ではなったようですね。信大の学長や、県の委員会に委員

長を務められるなど、行政手腕もお持ちのようですね。温厚なお人柄もあったので

しょう。

本当にすぐれた方をなくしていまいました。改めて、ご家族の皆様にお悔やみを

申し上げ、先生のご冥福をお祈りいたします。

●2014 年｢タウン情報」連載“私の半生”から

宮地良彦先生の歩んだ足跡をたどる（その２）

宮地先生の取材記事が、松本の地元紙「タウン情報」に 2014

年 6 月から 8月にかけ 23 回連載されました。聞き書きは佐藤文

子さん(俳人)で、筆者のご了解を得て、当会報に転載いたします。




